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平成30年度三重県公営企業会計（企業庁） 

決算審査意見書概要説明 

 

第１ 審査の概要 

   審査の対象は、平成 30 年度の三重県水道事業、工業用水道事業及び 

電気事業の3事業会計です。 

   決算の審査は、知事から提出された決算書類の内容について、 

  ① 決算の計数は正確であるか 

  ② 決算諸表は、経営成績及び財政状態を適正に表示しているか 

  ③ 予算は、計画的かつ効率的に執行されているか 

  ④ 事業経営は、常に経済性の発揮及び公共の福祉を増進するよう運営

されているか 

 

  などを重点に、各会計諸帳票、証拠書類との照合精査を行うとともに、

必要な資料の提出を求め、関係当局の説明を聴取し、併せて定期監査、

例月出納検査等の結果を参考に、慎重に審査を行いました。 

 

第２ 審査の結果及び意見 

 １ 審査の結果 

   三重県企業庁が経営している水道事業、工業用水道事業、電気事業の

決算諸表は、地方公営企業法及び関係法令に則り、企業庁会計規程に基

づいて作成されており、その計数は正確であり、経営成績及び財政状態を

適正に表示しているものと認められます。 

   また、事業の経営については、以下の意見のとおり留意又は改善を  

要するものを除き、概ね適正に処理されているものと認められます。 

 （以下、この概要説明においては、金額は万円未満を切り捨てています。） 
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 ２ 審査の意見 

  (1) 計画的な施設改良の推進について 

    水道事業及び工業用水道事業においては、三重県企業庁経営計画 

（平成29年度～令和8年度）（以下「経営計画」という。）、水道施設

改良計画（平成 29 年度～令和 8 年度）及び工業用水道施設改良計画 

（平成29年度～令和8年度）により、東日本大震災後の耐震基準等に

よる主要施設等の耐震化や老朽化した施設・設備の更新を実施して 

います。 

    なお、水道事業においては、平成 29 年度までに実施した浄水場の 

浄水処理施設の耐震詳細診断の結果を踏まえ、31年 3月、経営計画に

おける水道事業の成果指標の目標値の一部見直し及び水道施設改良計画

の改訂を行っており、令和元年度以降は、見直し後の目標値に基づき

進捗管理をすることとしています。 

    今後も引き続き、経営計画等に基づき、主要施設等の耐震化及び  

老朽化した施設・設備の更新を計画的に進めていただきたい。 

 

  (2) ＲＤＦ焼却・発電事業の円滑な終了について 

    ＲＤＦ焼却・発電事業の事業期間は、令和2年度末までとされてい

ましたが、平成30年7月19日の三重県ＲＤＦ運営協議会総会において、

関係市町は令和元年 9 月を軸にＲＤＦの搬入を終了し、新たなごみ 

処理体制に移行することなどが決議されました。 

    この決議に基づき、企業庁は、三重県ＲＤＦ運営協議会において、

関係市町の新たなごみ処理体制への移行に向けた対応について、関係

部局と連携し、関係市町と協議、情報共有を行ってきました。 

    引き続き、関係部局と連携のうえ、関係市町と調整を行い、円滑な

事業終了に向けた取組を進めていただきたい。 

  





- 4 - 

 ２ 建設改良の状況 

   平成 30 年度の建設改良費は、水道及び工業用水道の 2 事業で 95 億 

701 万円となっており、前年度に比べ 31 億 3,020 万円増加しています。

なお、電気事業においては建設改良費を執行していません。 

   事業別にみると、水道事業が28億1,577万円、工業用水道事業が66億

9,123 万円となっており、前年度に比べ、水道事業で 1 億 1,821 万円、

工業用水道事業で30億1,227万円それぞれ増加し、電気事業では28万円

の皆減となっています。 

（建設改良費の推移のグラフは7頁に掲載） 

 ３ 長期債務の状況 

   平成 30 年度末の企業債の現在高は、水道及び工業用水道の 2 事業で

309 億 1,268 万円となっており、前年度末に比べ 9,868 万円減少して  

います。なお、電気事業においては平成27年度までに償還を終え、企業債

の現在高はありません。 

   事業別にみると、水道事業が169億1,295万円、工業用水道事業が139億

9,973万円となっており、前年度末に比べ、水道事業で23億 7,477万円

減少、工業用水道事業で22億7,609万円増加しています。 

（企業債残高の推移のグラフは7頁に掲載） 

 ４ 一般会計繰入金の状況 

   平成30年度の一般会計からの繰入金は、水道、工業用水道及び電気の

3事業で4億8,945万円となっており、前年度に比べ7億5,763万円減少

しています。 

   事業別にみると、水道事業が1億8,805万円、工業用水道事業が3億

91万円、電気事業が49万円となっており、前年度に比べ、水道事業で8億

3,606万円減少、工業用水道事業で7,871万円増加、電気事業で28万円

減少しています。 

（一般会計繰入金の推移のグラフは7頁に掲載） 
  



- 5 - 

第４ 事業会計別の状況 

 １ 三重県水道事業 

  (1) 事業の概況 

    平成30年度の給水実績は73,713,311㎥で、前年度に比べ834,030㎥

減少しています。 

  (2) 経営成績 

    平成30年度の総収益は89億4,782万円、総費用は86億791万円で、

純損益は 3 億 3,991 万円の黒字となっていますが、前年度に比べ 

6,039万円減少しています。 

    なお、事業別の純損益は、北中勢水道用水供給事業が2億9,504万円、

南勢志摩水道用水供給事業が4,486万円の黒字となっています。 

（主な経営成績及び総収益と総費用の推移のグラフは8頁に掲載） 

 

 ２ 三重県工業用水道事業 

  (1) 事業の概況 

    平成31年3月31日現在、契約水量は日量797,450㎥で、前年度に

比べ14,410㎥増加しています。 

    また、平成 30 年度の使用水量は 212,635,113 ㎥で、前年度に比べ

3,576,705㎥増加しています。 

  (2) 経営成績 

    平成30年度の総収益は57億6,728万円、総費用は53億 3,535万円

で、純損益は4億3,192万円の黒字となり、前年度に比べ2,048万円

増加しています。 

    なお、事業別の純損益は、北伊勢工業用水道事業が4億3,072万円、

中伊勢工業用水道事業が6万円、松阪工業用水道事業が2,487万円の

黒字、鈴鹿工業用水道事業が2,373万円の赤字となっています。 

（主な経営成績及び総収益と総費用の推移のグラフは9頁に掲載） 
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 ３ 三重県電気事業 

  (1) 事業の概況 

    電気事業は、すべての水力発電所の中部電力株式会社への譲渡が 

完了した平成27年4月1日以降、ＲＤＦ焼却・発電事業を主体として

います。 

    平成30年度の、ＲＤＦ受入量は44,399ｔ、供給電力量は51,779,192kWh

で、前年度に比べ1,685,024kWh増加しています。 

  (2) 経営成績 

    平成30年度の総収益は14億2,493万円、総費用は21億245万円で、

純損益は6億7,752万円の赤字となり、前年度に比べ2,513万円悪化

しています。 

    なお、事業別の純損益は、ＲＤＦ焼却・発電事業が6億668万円、

水力発電（残務整理）が7,083万円の赤字となっています。 

（主な経営成績及び総収益と総費用の推移のグラフは10頁に掲載） 

 

  










